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の
義
務
と
な
り
、
自
衛
隊
の
募
集
業

務
や
報
道
、
学
校
教
育
、
企
業
や
交

通
機
関
な
ど
の
協
力
の
あ
り
方
な

ど
、
す
べ
て
が
変
わ
り
ま
す
。「
緊

急
事
態
条
項
」
の
新
設
は
、事
実
上
、

憲
法
を
停
止
し
、
首
相
に
独
裁
的
権

限
を
与
え
る
も
の
で
す
。

　
安
倍
政
権
の
改
憲
発
議
を
阻
止
す

る
闘
い
に
全
力
で
決
起
し
よ
う
。

　
広
島
教
職
員
１
０
０
声
明
や
神
奈

川
の
９
・
23
集
会
（
主
催
・
改
憲
阻

止
！
大
行
進
神
奈
川
＝
新
聞
記
事
参

照
）
な
ど
、
教
育
労
働
者
を
先
頭
に

改
憲
阻
止
の
新
た
な
運
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
11
・
３
日
比
谷
野
音
集

会
を
改
憲
阻
止
闘
争
の
新
た
な
出
発

点
に
し
よ
う
。
　

全
国
で
関
生
支
援
運
動
を

　
関
西
生
コ
ン
労
組
へ
の
弾
圧
は
、

改
憲
と
戦
争
の
の
た
め
の
労
働
運
動

解
体
攻
撃
で
す
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
が
「
威
力
業
務
妨

害
」、
団
体
交
渉
や
正
規
職
化
の
要

求
、
さ
ら
に
争
議
解
決
金
ま
で
「
強

要
」「
恐
喝
」
に
デ
ッ
チ
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
組
合
活
動
を
「
組
織
犯

罪
」、労
働
組
合
を「
反
社
会
的
勢
力
・

組
織
的
犯
罪
集
団
」
と
し
て
、
刑
事

上
、
民
事
上
の
免
責
を
踏
み
に
じ
っ

て
、
正
当
な
組
合
活
動
に
対
し
大
弾

圧
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
弾
圧

　
東
京
・
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
で
10
月

14
日
、「
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
へ
の

弾
圧
を
許
さ
な
い
！
10
・
14
東
京
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
２
５
０
人
の
結
集
で
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
年
以
上
続
く
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
関
西

生
コ
ン
支
部
へ
の
一
連
の
弾
圧
は
、
当

た
り
前
の
組
合
活
動
を
「
犯
罪
」
と
み

な
し
て
関
西
生
コ
ン
労
組
を
つ
ぶ
し
、

労
働
運
動
の
禁
圧
を
狙
う
も
の
で
す
。

組
合
員
が
働
く
職
場
で
は
仕
事
外
し
や

不
当
解
雇
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
弾
圧
は
、
関
生
支
部
の
壊
滅
を

狙
う
攻
撃
で
あ
る
と
同
時
に
、
憲
法
28

条
の
労
働
基
本
権
（
３
権
）
の
破
壊
を

狙
う
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
改
憲
と

戦
争
の
大
攻
撃
で
す
。
関
生
支
部
は
現

場
か
ら
の
反
撃
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
労
組
や
諸
団
体
が
抗
議
の
声
を

上
げ
、
各
地
で
支
援
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
集
会
で
は
、
若
者
の
非
正
規
問
題
や

格
差
問
題
を
取
り
上
げ
『
若
者
の
逆

襲
・
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
か
ら
ユ
ニ
オ
ン

へ
』
な
ど
の
著
書
を
出
し
て
い
る
昭
和

女
子
大
学
名
誉
教
授
の
木
下
武
男
さ
ん

が
「
関
西
生
コ
ン
支
部
の
運
動
と
弾
圧

の
背
景
」
と
題
し
て
50
分
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
関
生
支
部
の
運
動
面
の
歴

史
的
な
教
訓
を
掘
り
下
げ
て
権
力
の
弾

圧
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
弾
圧
へ
の

反
撃
と
労
働
運
動
の
新
た
な
発
展
を
訴

え
ま
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
は
東
京
西
部
ユ
ニ

オ
ン
鈴
木
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分
会
の
吉
本

伸
幸
さ
ん
が
行
い
、
関
西
生
コ
ン
支
部

か
ら
は
西
山
直
洋
執
行
委
員
が
不
当
な

弾
圧
の
実
態
を
生
々
し
く
報
告
し
ま
し

た
。
憲
法
と
人
権
の
日
弁
連
を
め
ざ
す

会
代
表
の
武
内
更
一
弁
護
士
が
「
関
西

生
コ
ン
支
部
弾
圧
と
改
憲
攻
撃
」
を
話

し
ま
し
た
。
映
画
『
棘
～
人
の
痛
み
は

己
の
痛
み
。
武
健
一
』
の
紹
介
が
行
わ

れ
、
共
に
闘
う
労
組
と
し
て
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
・
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
石
油
自
主
労

働
組
合
、
動
労
千
葉
な
ど
が
発
言
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
が
あ

り
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び
か
け
人

で
も
あ
る
花
輪
不
二
男
が
ま
と
め
と
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

は
、
１
年
の
間
に
大
阪
・
滋
賀
・
京

都
・
和
歌
山
に
拡
大
し
、
逮
捕
者
数

は
延
べ
87
人
、
家
宅
捜
索
は
百
数
十

か
所
に
及
び
、
長
期
勾
留
が
強
制
さ

れ
、
最
高
額
１
人
１
千
万
円
、
総
額

で
は
一
億
円
を
超
え
る
法
外
な
保
釈

金
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
は
、「
労

働
運
動
の
復
権
」
を
め
ざ
し
、
毎
年

11
月
集
会
を
共
に
闘
っ
て
き
た
仲
間

で
す
。
10
・
14
東
京
集
会
は
立
ち
見

が
出
る
大
結
集
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
で
関
西
生
コ
ン
支
部
の
支
援
運
動

を
立
ち
上
げ
よ
う
。

労
組
な
き
社
会
を
許
す
な

　
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
も
、
昨
年
２
月
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長
が
首
相
官
邸
に
呼

ば
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、「
労
働
組

合
の
な
い
企
業
」「
労
働
組
合
の
な

い
社
会
」
を
つ
く
る
攻
撃
が
吹
き
荒

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
で
「
労
組
な
き
社
会
」
の
モ

デ
ル
を
作
り（
会
社
主
導
に
よ
る「
社

友
会
」
へ
の
組
織
化
な
ど
）、
そ
れ

を
社
会
全
体
に
拡
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
関
生
支
部
と
Ｊ
Ｒ
を
め
ぐ
る

労
働
組
合
解
体
攻
撃
と
の
闘
い
は
、

す
べ
て
の
労
働
者
と
労
働
組
合
の
未

来
を
か
け
た
闘
い
で
す
。

　
動
労
千
葉
は
９
月
末
に
定
期
大
会

を
行
い
、
関
道
利
新
委
員
長
を
選
出

し
、
組
織
拡
大
を
実
現
し
次
世
代
の

動
労
千
葉
を
つ
く
る
闘
い
を
開
始
資

し
ま
し
た
（
裏
面
に
記
事
）。

　
今
年
の
「
11
・
３
労
働
者
集
会
＆

改
憲
阻
止
！
１
万
人
大
行
進
」
は
、

非
常
事
態
下
で
の
集
会
で
す
。
闘
う

労
働
組
合
を
歴
史
の
最
前
線
に
登
場

さ
せ
よ
う
。

11
・
３
労
働
者
集
会
＆
改
憲
阻
止
１
万
人
行
進

	

と
　
き
　
11
月
３
日
（
日
）
正
午
開
始
11
時
開
場

	

と
こ
ろ
　
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　
臨
時
国
会
が
10
月
４
日
に
始
ま

り
、
安
倍
首
相
は
所
信
表
明
で
「
令

和
の
新
し
い
時
代
に
、
こ
の
国
の
め

ざ
す
形
、
そ
の
理
想
を
し
っ
か
り
と

掲
げ
る
べ
き
」「
教
育
、
働
き
方
、

社
会
保
障
、
我
が
国
の
社
会
シ
ス
テ

ム
全
般
を
改
革
し
て
い
く
」「
そ
の

道
し
る
べ
は
憲
法
だ
。
日
本
が
ど
の

よ
う
な
国
を
め
ざ
す
の
か
、
憲
法
審

査
会
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
こ

う
」
と
演
説
し
ま
し
た
（
写
真
は
同

日
に
行
わ
れ
た
国
会
闘
争
）。

　
憲
法
に
自
衛
隊
の
存
在
を
明
記
す

れ
ば
、
軍
隊
を
持
つ
こ
と
が
憲
法
上

〝
関
西
生
コ
ン
支
部
弾
圧
を
許
さ
な
い
〟

10
・
14
東
京
集
会
を
開
催 

木
下
武
男
さ　

　

ん

講
演
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に
早
め
の
対
応
を

◎
台
風
15
号
の
影
響
で
久
留
里
―

亀
山
間
が
不
通
に
な
っ
て
い
る

な
っ
て
闘
う

◎
貨
物
の
一
番
の
問
題
は
本
線
運

転
士
の
高
齢
者
対
策
。
シ
ニ
ア

の
基
本
給
の
地
域
間
格
差
が
酷

す
ぎ
る

◎
習
志
野
で
は
、
要
員
問
題
が
深

刻
。三
鷹
の
入
出
区
訓
練
な
ど
、

超
々
大
型
ロ
ン
グ
ラ
ン
行
路
化

の
懸
念
が
あ
る

◎
エ
ル
ダ
ー
で
残
る
２
年
半
、
本

気
の
本
気
に
な
っ
て
、
職
場
代

表
選
の
勝
利
を
活
か
し
全
力
で

組
織
拡
大
を
か
ち
と
っ
て
い
き

た
い

◎
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ

ン
マ
ン
化
と
闘
う
最
大
の
武
器

が
「
反
合
・
運
転
保
安
闘
争
路

線
◎
組
織
拡
大
で
若
者
世
代
の
不
安

を
一
緒
に
な
っ
て
解
決
し
て
い

き
た
い

◎
台
風
15
号
で
運
輸
区
が
停
電
。

冷
房
が
効
か
な
い
休
養
室
で
２

泊
す
る
な
ど
休
養
が
と
れ
ず
、

出
退
勤
も
含
め
会
社
の
対
応
は

大
問
題

◎
出
向
裁
判
を
「
戻
る
ん
だ
」
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
や
ろ
う
。

　
９
月
22
日
、
水
戸
市
内
で
「
高
線

量
地
帯
に
向
か
っ
て
列
車
を
走
ら
せ

る
な
！
　
―
常
磐
線
の
全
線
開
通
は

安
全
か
？
　
９
・
22
水
戸
集
会
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
６
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
の
原
発
事
故
で
今
も

高
線
量
の
地
域
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
常

磐
線
の
全
線
開
通
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
労
働
者
と
乗
客
を
被

曝
さ
せ
な
い
闘
い
と
し
て
全
線
開
通

に
反
対
す
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
動
労
水
戸
の
石
井
委
員
長

や
ふ
く
し
ま
診
療
所
の
布
施
医
師
ら

が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
東
京
五
輪
の

た
め
に
常
磐
線
を
全
線
開
通
さ
せ
よ

う
と
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
弾
劾
し
ま

し
た
。

　「
線
路
と
鉄
道
用
地
は
除
染
し
た

か
ら
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
っ

て
い
る
」「
車
両
に
は
放
射
性
物
質

は
付
着
し
な
い
か
ら
線
量
は
測
定
し

な
い
」
と
い
う
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
団
体

交
渉
で
の
言
動
が
紹
介
さ
れ
、
パ
ネ

ラ
ー
の
二
人
の
医
師
が
「
あ
ま
り
に

内
部
被
曝
を
甘
く
見
て
い
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
東
海
第
二
原
発
反
対
の

発
言
、
常
磐
線
の
運
転
士
、
検
修
の

現
場
か
ら
の
発
言
な
ど
が
出
て
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
集
会
終
了
後
、
水
戸
市
内
を
デ
モ

行
進
し
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社
や
東
京
電

力
茨
城
支
社
前
で
怒
り
の
声
を
あ
げ

ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
第
49
回
定
期
大
会
が

９
月
29
～
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
で
は
新
委
員
長
に
関
道

利
さ
ん
、
書
記
次
長
に
中
村
仁
さ
ん

が
選
出
さ
れ
る
な
ど
新
役
員
体
制
を

確
立
し
ま
し
た
。
関
新
委
員
長
は
、

「
非
常
に
重
い
役
目
だ
が
、
最
先
頭

で
闘
う
。
敵
は
大
き
い
が
強
く
は
な

い
。
一
糸
乱
れ
ぬ
団
結
で
闘
お
う
」

と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
代
議
員
な
ど
か
ら
次
の

よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ミ
ラ
イ
の
車
両
サ
ー
ビ
ス
は
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
保
守
体
制

の
転
換
を
す
る
と
い
う
が
無
理

だ
。
運
転
室
の
全
面
強
化
、
ト

イ
レ
の
セ
ン
サ
ー
故
障
に
よ
る

汚
物
の
逆
流
、
誰
か
が
犠
牲
に

な
ら
な
い
と
今
の
Ｊ
Ｒ
は
や
ら

な
い

◎
気
動
車
の
検
査
は
特
殊
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
派
出
の
要
員
確
保

が
代
行
バ
ス
が
１
時
間
お
き
に

出
て
い
る
。
何
か
魂
胆
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
南
線
の
ワ
ン

マ
ン
化
、
異
常
時
に
乗
客
の
避

難
誘
導
な
ど
一
人
で
何
が
で
き

る
の
か
。
守
る
会
と
一
緒
に

組
織
拡
大
、
高
齢
化
が
進
む
な

か
で
全
組
合
員
が
躍
起
に
な
っ

て
や
る
べ
き

◎
エ
ル
ダ
ー
・
シ
ニ
ア
の
組
合
員

と
本
体
の
組
合
員
が
こ
れ
か
ら

逆
転
す
る
。
団
交
で
の
追
及
な

ど
エ
ル
ダ
ー
協
議
会
の
取
組
を

強
化
し
た
い

　
田
中
康
宏
委
員
長
は
「
怒
り
の
声

は
社
会
に
充
満
し
て
い
る
。
自
ら
の

力
で
組
織
拡
大
す
れ
ば
動
労
千
葉
の

社
会
的
影
響
力
は
す
ご
い
力
を
発
揮

す
る
。
新
体
制
を
支
え
、
全
力
で
決

起
を
」と
総
括
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
「
第
四
代
目
」
の
委

員
長
に
な
り
ま
し
た
。
受
け
る
に
あ

た
っ
て
は
非
常
に
苦
し
み
も
し
ま
し

た
。
本
当
に
、
役
目
的
に
は
非
常
に

重
い
役
で
す
。
非
専
従
役
員
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
何
か
と
み
な

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
場
面
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
最
先
頭
で

闘
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
執
行
部
一
丸
と
な
っ

て
、
風
通
し
の
い
い
、
組
合
員
み
ん

な
で
決
め
て
、
一
つ
の
こ
と
に
向

か
っ
て
い
く
。
と
い
う
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
番
の
課

題
は
、
組
織
拡
大
を
勝
ち
と
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
」「
ミ
ラ
イ
の
車
両
サ
ー

ビ
ス
構
創
」「
ワ
ン
マ
ン
運
転
」「
自

動
運
転
」と
の
闘
い
で
す
。
こ
れ
は
、

運
転
保
安
上
か
ら
も
許
し
が
た
い
攻

撃
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
断
固
反
対

の
立
場
を
と
っ
て
闘
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
定
期
大
会
で
も
言
い
ま
し
た
。
ラ

グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
の
ス
ピ

リ
ッ
ト
は
、「
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」、

こ
う
動
く
と
。

　
労
働
組
合
・
労
働
運
動
で
は
、「
一

人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人

の
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
み

ん
な
で
、困
難
な
課
題
と
格
闘
し
て
、

大
き
な
展
望
、
動
労
千
葉
の
未
来
を

切
り
開
い
て
い
き
た
い
。

　「
労
組
な
き
社
会
」
と
い
う
安
倍

政
権
に
対
し
て
、「
労
働
組
合
が
大

事
、
必
要
な
ん
だ
」
と
、
動
労
千
葉

ら
し
く
職
場
で
闘
い
、
声
を
上
げ
、

Ｊ
Ｒ
と
グ
ル
ー
プ
会
社
を
貫
く
本
格

的
な
組
織
拡
大
を
か
ち
と
る
た
め
に

全
力
で
闘
い
ま
す
。

重
い
役
だ
が
最
先
頭
で
闘
う

動
労
千
葉
委
員
長
　
関
道
利

組
織
拡
大
へ
関
道
利
新
委
員
長
を
選
出

動
労
千
葉
が
定
期
大
会
で
次
世
代
の
執
行
体
制

常
磐
線
全
線
開
通
反
対
！ 

高
線
量
地
帯
に
列
車
を
走
ら
せ
る
な
！

６
２
０
人
が
水
戸
市
内
で
集
会
と
デ
モ

決
す
る
た
め
に
、「
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
闘
争
で
Ｊ
Ｒ
を
追
い
込
む
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
の

小
玉
忠
憲
代
表
は
「
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
闘
争
と
動
労
総
連
合
各
単
組

の
非
正
規
職
解
雇
撤
回
闘
争
が
中
労

委
に
集
中
す
る
中
、
中
労
委
前
で
大

闘
争
を
展
開
し
た
い
」
と
そ
の
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
小
玉
さ
ん
ら
を
解
雇
し

た
不
採
用
基
準
が
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会

に
よ
っ
て
策
定
・
決
定
さ
れ
た
事
実

や
、
小
玉
さ
ん
ら
の
名
前
を
採
用
候

補
者
名
簿
か
ら
削
る
実
務
を
担
っ
た

の
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
現
社
長
の
深
沢

祐
二
ら
で
あ
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
し
、「
こ
れ
を
武
器
に
徹

底
的
に
Ｊ
Ｒ
を
攻
め
る
」
と
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
・
九
州
の
羽
廣
憲
委

員
長
は
、「
闘
い
の
旗
は
解
雇
撤
回

ま
で
降
ろ
さ
な
い
。
生
き
て
い
る
限

り
降
ろ
さ
な
い
。
た
と
え
数
十
人
で

も
解
雇
撤
回
ま
で
闘
い
続
け
る
者
が

い
る
こ
と
に
、
安
倍
は
大
打
撃
を
受

　
動
労
総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
と

共
に
闘
う
会
が
10
月
４
日
、
東
京
都

内
で
第
２
回
定
期
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
解
雇
撤
回
を
貫
く
た
め
に
国
労

闘
争
団
か
ら
動
労
総
連
合
に
結
集
し

た
労
働
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
動

労
総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
を
支
え

る
た
め
に
昨
年
６
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
９
月
６
日
に
逝
去
し
た
動

労
総
連
合
・
北
海
道
の
長
尾
信
一
委

員
長
に
黙
禱
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
吉
野
元
久
事
務
局
長
（
動
労
東
京

委
員
長
）
が
方
針
を
提
案
。

　
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
を
め
ぐ
る

労
働
委
員
会
闘
争
が
中
央
労
働
委
員

会
へ
闘
い
の
場
を
移
し
、
動
労
総
連

合
の
各
単
組
が
不
当
解
雇
撤
回
闘
争

を
中
央
労
働
委
員
会
で
闘
っ
て
い
る

と
し
て
、
両
者
を
一
体
の
闘
い
と
し

て
展
開
を
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
争
議
団
の
高
石
正
博
さ

ん
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。
Ｊ
Ｒ
が
進
め

る
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
や
運
転

士
・
車
掌
の
職
名
を
な
く
す
「
新
た

な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
対

け
て
い
る
」と
発
言
し
ま
し
た
。

　
被
解
雇
者
の
決
意
に
応
え
て

運
営
委
員
の
各
メ
ン
バ
ー
が
発

言
。
あ
る
運
営
委
員
は
、
65
年

の
日
韓
闘
争
で
ス
ト
を
闘
っ
た

経
験
を
述
べ
、「
韓
国
へ
の
排

外
主
義
が
吹
き
荒
れ
る
今
こ

そ
、
闘
う
労
働
運
動
を
取
り
戻

そ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
10
月
29
日
の
千
葉

県
労
働
委
員
会
審
理
拒
否
事
件

裁
判
の
判
決
に
結
集
し
、
11
・

３
全
国
労
働
者
集
会
、
改
憲
阻

止
！
１
万
人
行
進
に
攻
め
上
ろ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

動
労
総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
と
共
に
闘
う
会

　

第
２
回
総
会
で
闘
い
の
方
針
と
決
意


